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はじめに
　
文学を構成する要素はまことに多様である。およそ社会に存在する事象で、これまで何らかの形で文学の中
に取り込まれ、再現されなかったものはないといっていいだろう。文学に対して、さまざまな形態で、さまざまな程度で関わってきた事象の一つに病がある。病を得た者や病の治療にあたる者が主要な登場人物として設定されている小説はたくさんあるし、小説の語り手自身がその ずれかである小説も少なからずある。
　
中国の現代文学が産声をあげた記念すべき作品である、魯迅『狂人日記』は被害妄想に かった青年の日記
という体裁を採っている。魯迅の創作に十九世紀ロシア文学がヒントを与えたことは知られているが、そのうちの一つであるガルシン『赤い花』は、精神病院を舞台とした短篇小説である。 『赤い花』のように病院を舞台とするこうした小説の中でとり け名高いのは、病室をそ まま題名に据えたチェーホフ『六号室』であろ
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う。チェーホフは作家であるとともに医者でもあった。
　
中国現代文学にも、病室を舞台とし、入院患者の視点によって語りを構成する作品がある。偶然のなせるわ
ざであろ か、同じ四川作家である李劼人と巴金にこうした設定を採る作品がある、李劼人の『同情』と巴金の『第四病室』がそれである。ともに、作者自身の入院経験に基づいて執筆された中篇小説であり、魯迅の主人公とは異なって、彼らが得た病は精神 関わるものではなく、いずれも身体的なものである。
　
ただ、二作品の出発点は共通しているが、作品が読者に与える印象は、当然のことながら大きく異なってい
る。小論では、 二作品の特徴を述べるとともに、 各々の語りに注目して、 その対象がどこに定められているか、語り方それ自体 どのような 色 もっているか ついて分析し、作 が、読者に対して直接に示そうとしたものと、その背景において間接的に示唆しよう した のとは何かを明らかにしてみ 。
一 　
李劼人『同情』における語り
　
『同情』は李劼人の経験に基づいて創作された中篇小説である。作者と同じ李という姓の中国人青年が留学先のパリで盲腸炎に膀胱炎を併発して入院し、治療 効あって小康を得て退院す までの六十二日間を、日記の形式によって叙述している。
　
日記は、入院前日の十二月十六日から始まって退院日の二月十六日まで続いているが、このうちで一月十四
日以前の分は入院後に追記したものであり、一日の出来事や所感をその当日に記したのは一月十六日以降である。また、日記をつけなかった日も多く、六十二日のうち 作品を構成しているのはあわせて二十日分の日記であ
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主人公は最初、外科病室に入った。そこで一か月の間療養した後、一月十六日に主治医の指示によって内科
病室に移った。日記をつけ始めたのは、この一月十六日からである。
　
ただし、日記に記載された文字の量は、入院直前および外科病室入院期間 すなわち後から遡って書かれた
分が全体の三分の二強を占めていて、内科病室移送後は三分の一弱にとどまっている。外科病室にいた時間と内科病室にいた時間がともに一か月であるのに、記述の量に大きな開きがあるのは、主に以下の理由 よる。
　
まず、主人公が入院にいたる経過についての記述が詳細になされていることである。下宿で発病してから入
院後二日目までの最初の三日間で、全体の四割強を占める割合となっている。
　
次に、右とも関連する 、入院前 おいて主人公の身近にあった人びと、とりわけ下宿の主人一家やフラン
ス語を教わっている女性夫婦など、フランス人につ 丁寧な紹介がなされていることである。この点についてはすぐ後に述べる。　
さらに、パリの街並みやフランス人に対する見方についての語りが、冒頭の三日間にお てま まった形で
配置され いることである。李劼人は、登場人物 言動 描写してストーリーを展開していく かに、しばしばストーリーの背景を饒舌に語る作家 ある。代表作である長篇三部作の『死水微瀾』 、 『暴風雨前』 、 『大波』においても、軍隊 非道 辛辣 諷刺する短篇小説においても この語りを自在に操って叙述を展開しているが、それが初期の中篇である『同情』にすでにはっきりと見て取れ 。
　
さて、 『同情』において、主人公 視野にとらえられているものは何であろうか。　
ああ！ 　
僕は本当にこの老夫婦に感激した。 平日には彼らはそれぞれ九時間もの授業をしなければならず、
日曜だけが本当の休息日なのだ。シモン夫 は病気がちでもあり、日曜日 は客にも合わず、出かけもしな
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いというのに、今日はなんと貴重な休息の時間を犠牲にしてこんなに遠くまで見舞いに来てくれるとは！
）1
（
　
右は十二月二十一日の日記で、前述したように内科病室に移ってから追記したものである。
　
主人公がフランス語を教わっているシモン夫人が、その夫と一緒に見舞いに来てくれた時の主人公の感激が
素直に伝わってくる。右の引用に続いて、 シモン夫婦が、 第一次世界大戦で戦死した息子と同い年の主人公に、「愛する息子よ！」と繰り返して言葉をかけたことが記される。普段は概して冷静な主人公も、これにはこみあげる感情を抑えることができなかった。　
僕はいつもは簡単に感情を表に出すことなどなく、自分でもなぜこんなに冷たいのかと不思議なくらいで
ある。たぶん幼いころから苦労 多かったし、九江で船の事故に遭って命を落としそうになったし、成都では三度も軍閥が殺し合う混戦を経験したので、脆く壊れやす 心に、バイ嬢のように、苦労を重ね 年月が分厚いたこをこしらえたのだ。しかし、今日はシモン夫婦の慈愛によって、僕の熱い感情がおのずとたこを破ってあふれ出した。のど元に思いが詰まって、吐き出すこともかなわず、ただ老夫婦と抱き合ってキスをしただけだった
）2
（
。
　
主人公は一方で腹部の痛みに、一方で小便が排出しにくいつらさに、また一方で食 制限による空腹感 苦
しみ、体重が二十五キロも減るほどやつれていた。　
こうした苦境にあって、休日 貴重な時間を割いて見舞ってくれたり、身内同然に優しく慰めの言葉をかけ
てくれたりといった、真心のこもった姿勢が主人公の心に大きく響いたのである。
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病院に長く入院している患者にとっての第一の関心事は何よりも自らの病状であろう。その次には医者や看
護婦などの言葉や態度であろう。こうした人びとの言動は、自らの病状に一喜一憂する、不安定な精神状態にある患者を時に勇気づけ、時に落ち込ませる。主人公にとって 介護 仕事 あたるシャロン嬢は、ともすれば折れそうな心を支えてくれた存在であった。　
昨夜の九時ごろから、腹が突然また痛みだした。
―
発症した時と同じようにだしぬけに
―
十二月十六
日よりもひどかった。あの日はまだ膀胱炎にかかっていなかったから。始めは何とか我慢していたが、たぶん十一時ごろになって、腰も痛んできて、背中も痛んできて、胸も痛み始めた。耐えがたさを訴えるうめき声がこらえられず 、口をついて出た。シャロン嬢がこれを聞きつけ 慌ててやってきてどうしたのと聞いてくれたが、僕はただ首を振って「とても痛い！」と言えただけだった。シャロン嬢は僕の身体を すってくれ、 ちょっと驚いて「まあ！ 　
こんなに汗をかいて」と言った。でも彼女は一生懸命に僕を慰めてくれた。
「明日の朝までどうにかして我慢しなければいけませんよ！
）3
（
」
　
右は一月一日の日記にみえる 場面である。大晦日の夜、主人公の腹部 猛烈に痛みだした時にシャロン嬢
が一生懸命に介抱してくれて、翌朝になって医者が来るまで うにか持ちこたえることができ 。シャロン嬢は、 外科病室にあって、 夜間に簡易便器の用意をするなど、 患者 世話をしている活発で魅力的な女性である。主人公はこの女性の明るさと慰めの言葉によって、心が絶望の闇に閉ざされることを免れえたのであっ
　
さて、自分自身および自分に直接関わる右のような状況の次に目が向けられるのは、他の患者の様子や病院
の状況であろう。そ 際に、 『同情』の主人公は、同室の患者の病状や病室で 振る舞いに はなく、患者の
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人となりや雰囲気に着目しており、それを出発点として中国人とフランス人との相違を論じている。この議論については後に述べる。
　
病院の状況については、入院前の下宿において、主人であるジノー氏と友人の何君との対話を通じて、入院
先がパリ市立の平民病院であ こと、および外国人苦学生であることを証明すれば費用は免除になることなどを紹介している。また入院当日の十二月十八日の日記において、病室の広さや間取り、ベッドの数や配置などを説明している。ただし、建物として、あるいは組織としての病院に関する叙述はさほど多くはない。
二 　
巴金『第四病室』における語り
　
巴金の 『第四病室』 も、 『同情』 と同じく、 一人の青年を主人公とし、 その入院生活を主人公の日記の形式によっ
て克明に綴った作品である。　
ただ、 『同情』と異なる点は、日記の書き手が作者巴金でなく陸懐民という青年であるという体裁をとって
いることだ。作品冒頭におかれた陸懐民と巴金の間で交わされた手紙にこのことが述べられている。　『第四病室』における巴金の役割は、陸懐民の日記を受け取り、これにタイトルをつけて出版してやることとして設定されている。この設定は魯迅の『狂人日記』と同工である。巴金がなぜ『狂人日記』の形式を襲ったのかについては後に述べる ととする。
　
陸懐民の日記は、彼が大後方のある病院の三等病室に胆嚢炎のため入院した一九四四年六月一日から始まっ
て、退院した六月十八日までつけられているが、手術直後の二日間および楊医師が去った日以降の一週間の分はない。
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その理由について、前述の陸懐民の手紙に、 「ただ原稿は十八章あって字が多すぎるのです。お時間をあま
りおとりしたくありませんのでそのうちの一部分を削って十章だけにしました。ちょうどまとまった数というわけです
）4
（
」とあって、冗漫を避けるためであると陸懐民に仮託した形で、巴金は説明をしている。
　
作者の意図としてはそうかもしれないが、この刪削、あるいは省略して書かなか たことは、作品に別の効
果をもたらしている。このことについても後述する。
　
さて、この小説で、主人公の目を通して読者に示されるのは 同室の入院患者とその治療や介護にあたる医
師、看護婦、小使である。すなわち、主人公の目は、自分の内側に向けられるよりもより外側に向けられている。この点は『第四病室』の特色の一つといってよく、 『同情』の主人公の視線とは異なっている。
　
まず、入院患者に対する描写から見 おこ 。
　
「あの人はいつもこうして怒鳴り続けだ。今夜はみんな寝られないぞ。 」八床が突然、心配そうに独り言を言った。
 
　
「大丈夫だよ。今晩はもたないっ みんな言ってるよ。ほら、もう声が嗄れてしまっている。 」九床がそれを受けて
 
　
「あの人は体がとても丈夫だ。 この様子じゃあと三日三晩怒鳴っても大丈夫みた だ 八床が微笑して言った。
 
　
「あの人が大丈夫でも、僕たちは大丈夫か。 」九床が笑って答えた。
 
　
二人の会話は僕をひどく不愉快にした。僕は外へ出て歩いてこようと思い、服を着ると病室から出て行っ
た
）5
（
。
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右は入院後三日目である六月三日の日記の一部である。この病院では患者をベッドの番号で呼ぶのが通例と
なっている。十一床は勤務中に大やけどを負って入院しているが、会社が治療費を負担しないために十分な治療を受けることができない。そのため損傷がひどくなり、痛みも増していくばかりで、絶えずもがき続け、叫び続けている。
　
これに対して、十一床のもがきを見せられ、叫びを聞かされている同室の八床と九床の反応は冷淡であり、
笑いの種にしてさえいる。八床も九床もともに目を患って入院している比較的軽症の患者で、自らの身体にはさしたる不安がなく、他人をからかって退屈しのぎをしている手合いなのである。主人公にとっては彼らの言葉が不愉快でたまら い。
　
ここでは、重篤な症状の患者の悲惨さが示されていると同時に、そ 苦しみに対する無関心さと笑い話の種
にする不謹慎さとが語られている では、主人公は何かしてやれるのかというと、やはり八床や九床と同様に無力であって、ただ黙ってその場を離れ しかないのである　
十一床の症状が日に日に悪化するのは、医師の技量や努力が足りないのではなく、患者本人に治療費を支払
う経済力がないゆえである。い い、この病院では、入院時に納める費用でまかなう一通りの診察と最低限の食事以外は、ほぼすべて患者の自己負担と ってい 。絆創膏 ちり紙も自分 金を出してその都度買わねばならない。毎日取り替えてはくれる痰壺は使いまわし 、先に誰が使ったものかわからな 、柄がこわれているも もある。
　
こうした一つ一つの事実の積み重ねによって、病院の経済的な困窮が読者に印象付けられる。さらに 日記
は、十一床の治療を担当する張医師の口をも借りて病院の窮乏ぶりを説明して る。六月一日 は、注射をやがる十一床に対して、張医師が次のように言う場面がある。
中　裕史
九
278
　
「打ちたくないって。じゃ、あなたは命が惜しくないのですか。あなたには薬を買うお金がない。砂糖を食べなさいと言っても食べようとしないし、水を飲みなさいと言っても飲まない。会社からもお金はよこさない。この二三日、あなたに打ってあげたブドウ糖の注射だって、僕がいろいろ考えて寄付して らったものなんです。食塩水は病院でこしらえるから、お金を払わなくても い。それでもあ たは打たない。あなたの命を救おうにも、僕には何とも手立てがなくなりましたよ
）6
（
。 」
　
大やけどを負った患者に食塩水を注射するしかなす術の 病院では、回復の見込みなどまずあるまい。し
かし、主人公は、必ずしも医師の無能や無策を咎めているというわけではなく、大きな制約を受けた医療環境の中で、誠心誠意仕事をする女性医師の姿を好意的に描いてもいる。　
楊木華医師は二十五、 六歳で、濃い髪や大きな目、厚い唇が特徴的な女性医師 ある。楊医師は、 「医者と
して薬のないのは何よりも苦しいわ
）7
（
」とこぼしながらも、与えられた条件の中で精一杯患者に向き合ってい
る。主人公に、 「詩をお読みなさ 。心が清らかに澄んできますから。心境が病気を治す上にとても大切なんです
）8
（
」と言って、 『唐詩三百首』を貸したのも、彼女の誠意から出たことである。
　
楊医師にはモデルがなく、 『第四病室』を書くにあたって作り上げた架空の人物であると、巴金 言ってい
る
）9
（
。楊医師が登場人物の中でも重要な役割を担っていることが、このことから見て取れよう。
　
チェーホフ『六号室』の語り手は次のように述べている。
　
他人の苦痛に職務上、実務上の関わりをもつ人びと、たとえば、裁判官、警察官、医師などは、時のたつ
にしたがって、慣れっこになり、たとえそうしまいと思っても、相手に形式的な態度しか れぬように っ
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てしまう
）10
（
。
　
巴金に宛 た陸懐民の手紙の中に、巴金が小説創作によって「人間性発掘」の仕事を続けていると書いたく
だりがあるが
）11
（
、 巴金は、 患者に対して、 「形式的な態度しかとれぬ」医師ではなく、 医師としての責任感をもち、
人間としての惻隠の心をもって接している楊医師を描くことで、 『第四病室』においても「人間性発掘」の仕事を続けようとしたのであろう。
　
楊医師は、 実家のある湖南方面の戦局が悪化したために
）12
（
、 家族を連れ出すべく六月十一日に帰省していった。
日記はこの後一週間の空白をおいて、主人公が退院する六月十八日をもって終わる。一週間の空白は、主人公にとって、そしてまたこの小説における楊医師の存在の大きさを示唆している。さらに同時に、 「人間性発掘」がこの小説の重要なテーマであることをも示しているのであ 。
　
王瑶は、このことを以下のように評価している。
　
このお粗末で無責任な病院の中に、善良で熱意のある一人の女医がいる。彼女は自身に無数の不幸をかか
えているが、その時々に他人の苦痛を軽減してやることに力を注いでいる。このことは、社会はまったくの暗黒などではなく、光明と希望が存在していることを示し いる
）13
（
。
　
患者に適切な治療を施すことができず、本来であれば軽快するはずの病でも次第に重篤に向かう状況を坐視
せざるをえない、劣悪な環境におかれている病院に、巴金は一筋 光明 与えようとした。楊医師はこの役割を一身に担って登場し、そして退場していくのである。
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三 　
創作の経緯について
　
これまで見てきたように、 『同情』と『第四病室』とは、 主人公である日記の書き手の設定を異にしているが、
作者が退院後あまり時をおかずに執筆した点は共通している。
　
『同情』では、日記の日付は「一九二‥年」となっており明示されてはいないが、李劼人の経歴によれば、入院していたのは一九二一年の春であり、 『同情』の脱稿は小説の末尾に「一九二三年フランス・モンペリエにて」 と記されている。なお、 日記の西暦年が明示されていないのはドーデにならったものと思われる。 『同情』十二月十七日の日記に言及があり、また李劼人がこの時期に翻訳に取り組んでいたドーデ『プチ・ショーズ』では、主人公の少年の生まれた日を「一八‥‥年五月十三日」と記している。
　
一方、巴金が貴陽の中央医院に入院していたのは、作者自身によれば、一九四四年の五月から六月にかけて
であり、脱稿は翌四五年、重慶にお てで る
）14
（
。
　
まず、李劼人の入院にいたる経緯についてみておこう。
　
伍加倫・王錦厚『李劼人年譜
）15
（
』によれば、北京から燎原の火のごとく広がった五四運動に大きな影響を受け
た李劼人は、直後の六月に成立した少年中国学会成都分会の書記 務め、 『星期日 週刊の編集にあたっていたが、少年中国学会の中心メンバーであり、パリ 渡って通信社を組織して活動している李
?
・周太玄の要請
を受け、通信社の業務発展のため要員として渡仏することになった。
　
そして八月に姑表妹である楊叔
?
と結婚してその八日後に成都を出発、上海に向かった。上海からはフラン
ス船スフィンクス号の四等船室に乗り、年末 マルセイユに着いた、と　
ただ、出発と到着の日について、 『李劼人年譜』には具体的な記載がない。李劼人には、フランスにおける
病床における語りから見えるもの
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およそ四年間の生活を回想した『フランス勤工倹学時の生活の断片を振り返って』と題する文章
）16
（
があるが、こ
れにも具体的な日時への言及はみられない。しかし、 鮮于浩・田永秀『留法勤工倹学運動中的四川青年』には、スフィンクス号は一九一九年十二月九日に上海を出港 一九二〇年一月十四日にマルセイユに到着したとの記載がある
）17
（
。 『李劼人年譜』がマルセイユ到着を年末と記しているのは、あるいは旧暦の年末を指しているの
かもしれない。　
マルセイユを経由してパリに着いた後の李劼人の状況については、 『フランス勤工倹学時の生活の断片を振
り返って』によって辿っておく。　
李劼人は、成都から同行した何魯之とともにパリ通信社で働いたが、翌二一年春に急性盲腸炎にかかり、さ
らに腹膜炎と膀胱炎を併発した。治療費のいらない病院に二か月余り入院 て、全く自分自身 抵抗力によって病魔を退けたが、体重が三十二キロにまで減ってしまい、道を歩くことすらままならなかった。退院後は、医者の言いつけに従って、パリを離れ、同郷である四川の友人を頼ってアルプス山中の小さ 町に行って健康の回復に努めた。
　
こうして、 李劼人の渡仏前後の状況を辿ってみると、 小論第一章で述べた点に関して以下のことが見てとれる。
　
まず、主人公と作者との重なり方についてである。日記の書き手である「僕」は、周囲から「李君」 呼ば
れていること、 病気が急性盲腸炎と膀胱炎であること 入院したのが治療費 免除 てくれる病院であること、手術を受けずに退院したこと、退院後は療養のためにパリを離れたこと ど、主要な点でほとんど作者と同じ状況を与えられている。このように見ると、李劼人は自らをモデルとして主人公を塑像したと言ってよ だろう。そしてこの設定は後に述べる巴金のそれ 異なってい 。
　
次に押さえておくべきは この設定を採った理由と関わって、李劼人が主人公の視線を向けた先は何 ある
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のかという点である。　
今日になってはじめて、 僕は左右両側の人の名を知った。左の人はルヴォフ氏、 右の人はカロン氏という。
ルヴォフは自動車工場の労働者、カロンは木材工場の職工頭である。二人は労働者社会の人物であるが、人となりは威厳があり、堂々としていて、聡明で、穏やかであり、少なくとも我が国の総統府高等顧問くらいは務まりそうである。このことは実に研究すべき問題である
）18
（
。
　
右は十二月十九日、入院した翌々日の日記冒頭におかれた文章 。主人公の視線はここではフランス人
労働者の特性に明らかに向けられている。
　
李劼人が少年中国学会の会員として活 しており、 『同情』が少年中国学会 機関誌 『少年中 』に
掲載されたことを考え合わせると、この小説は、中国の近代化にとって不可欠である、魯迅のいわゆる「国民性の改造」の問題を研究する手掛かりの一つとして創作されたものであると位置づけることができるのではないだろうか。
　
次に巴金の入院にいたる経緯について見ておく。唐金海・張暁雲『巴金年譜
）19
（
』によれば、抗日戦争の戦火を
避けて活動の根拠地を桂林に移した巴金は、 一九四四年五月に貴陽郊外で蕭珊と「旅行結婚」の形で結婚をし、蕭珊を四川に送り出しておいて、自分は貴陽に戻って中央病院に入院し、鼻中隔の矯正および水嚢腫 切除の手術を受けた。
　
この間の事情を、巴金が一九七九年に書いた『 「第四病室」について
）20
（
』によってさらに詳細に見ると、巴金
はまず外科病室である第三病室に入った。友人にも知らせず 「黎徳瑞」なる偽名を使っ ので、見舞いに来
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る者は誰もいなかった。　
こうした環境で十数日を過ごしたのであるから、巴金の視線は、おのずから病室内の他の患者や医師など病
院関係者に向けられることになる。フランス人や中国人の友人たちが絶えず見舞いに訪れた『同情』の主人公の視線が、自分と自分の病床 いう比較的狭い範囲に限定されてい のに対して、 『第四病室』の主人公 視線は自分の病床の外側にいる他の入院患者や彼らに関わる医師や看護婦、小使といった人びとの動静に向けられている である。
　
先述したように、 『第四病室』は巴金とは別人の陸懐民の日記を出版したものという、 『狂人日記』と同じス
タイルを採用しているが、このことは主人公が作者巴金と重なりをもつことを否定するものではない。巴金のこの設定について、汪応果は 『第四病室』以前の創作においては筆に任せて書きすすめ だけ 、枠組みの構想には意を用いなかったが、 『第四病室』では、 「現実的な画面と象徴的な画面とを一つ 作品の中で高度統一し、登場人物に一人で二人の役割を兼ねさせてい
）21
（
」と評価している。
　
汪応果の言う「象徴的な画面」とは 眼前にある患者や病院の現実は、その根本にある政治が何らかの作用
を及ぼした結果として存在しているわけ が、その根本に対する読者の想像を促しう シーンと う意味であろう。
　
巴金は、現実を現出する根本である政治について 「第四病室」を語る』の中で次 ように述べている。
　
私は病床でいつも自分に問うた。 「こうしたさまざまな不合理がどうして起こりうるのか。 」答えはすこぶ
る簡単である。 「不合理な政治制度の下、 不合理な社会 あっては、 毎日あちこ で不合理な出来事が起こる。 」私はこのことを決して知らなかったわけではなく、このちっぽけな病室は 　
介石の統治下にある地区と切り
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離すことができない。ここで起こることはよそでも同様に起こるのだ。しかし、どのようなものでも不合理な出来事を見たら、やはり憤慨し、苦痛を感じたが、それは手を まねいている かないことによって感じる苦痛であったはず ある
）22
（
。
　
一九三八年から、巴金は、抗日戦争下における青年たちの抗日活動に材を取った長篇『火』三部作に取りか
かった。巴金は、この三部作について、最初の二部はプロパガンダであり、第三部では暗黒面を描いたと述べている
）23
（
が、 『第四病室』はこの延長線上に位置づけられる作品である。
?
介石の統治や抗日戦争を、病室の現
実の後景に押しやって、批判や憤激の直接の対象にはしていない。
　
李存光は、この時の巴金の関心は、 でに後方にある一般の人びとの生活や運命に の重心 移して たと
言う。また、巴金の言う「暗黒面」とは、巴金自身が後方の桂林や重慶などにおいて目撃した、あまたの不公平の事実のことだとも述べている
）24
（
。 『第四病室』は、 『火』第三部の流れを継いで、 「不合理な政治制度」や「不
合理な社会」 下で起こ 「不合理な出来事」を描いた作品なのである。
四 　
語りの比較
　
さて、 『同情』の主人公は、二か月に及ぶ入院生活によって何を得たの あろうか。　
結局、病気は完全には良くならなかったけれど、瀕死の境の中でフランス平民の真の精神を感得すること
ができたのだから、慰めとするに足りるというわけだ
）25
（
。
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『同情』の主人公は、ジノー夫妻やシモン夫妻、ロンシャールといった人びとから思いやりや慈しみ、見返りを求めない善意を受けて、 「フランス平民の真の精神を感得することができた」 。 『同情』の序文に中国で何年探しても得られなかったと記した「同情」をパリの地でついに探し当てたの ある。
　
これによって主人公はひとまわり成長した。段従学はこれを新たに生まれ変わったのだと述べている。退院
の日に、同室の患者で退院の見通しをもたないロ シャールに求められて、主人公が何時間も話し相手をつとめたが、 このこと って、 「同情を探し求めていたものが他人に同情を与えるようになった」といい、 「新生」を得たも と認めている
）26
（
。
　
『第四病室』の主人公が得たものも、 『同情』についての段の見方によって説明することができる。　
ただ、僕はすでに自分が善良になり、純潔になり、他の人に役立つものになるべきだということを、知っ
たというだけだ。これまでは、そんなことすらも知らなかった！ 　
そうなることができるかどうかは、これ
から先のことなの
）27
（
。
　
このように見ると、主人公に闘病体験を通じて人間性を回復させ、新たな生を獲得させたという点において
は、李劼人も巴金も、同じような描き方をしていると言えるだろう。しかし、先述したように、主人公が視線を向けている先は異なっている。李劼人は、フランス人の人格について語ることによって、その背後にある国民性に迫ろうとしている。その意図は、日記の文中にときおり国民性に関する作者の見解を述べる文章 まとまった形でおくこ で、より明確に読者に伝えられている。
　
たとえば、十二月十八日の日記には愛情表現 相違について論 る文章がおかれている。そこでは、フラン
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スにおいて女性は愛情のために生まれ、男性は女性に愛情を捧げるために生まれると考えられているのに対して、中国の道学者は女性の精神を娼妓の身体と同様に汚して差し支えないものと見なしていると述べている。　
また、十二月十九日の日記では、先に触れたように、フランスでは労働者の気概がすぐれて立派であり、身
なりの違いを別にすれば総理大臣にも見劣りしないと称揚し、続け 、女性が男性を選ぶ基準は雄々しさや重厚さにあって、風が吹けば倒れそうな中国の若者なら百人が百人とも落選するだろうと述べている。
　
この他にも、十二月十七日の日記におけるコント街の描写や一月十七日の日記にみえる外科病室と内科病室
の相違についての説明などもあり、登場人物 言動 通じてストーリーを展開していく中に、書き手自身の見解や背景の説明を語って聞かせる叙述のスタイルは、 『同情』 後 帰国後 創作する長篇三部作や、軍隊や官僚を風刺した短篇小説にお ても引き継がれて、李劼人の叙述の特色 なっていくのである。
　
一方、処女長篇である『滅亡』以来、一貫して三人称によって小説を書き続けてきた巴金が、 『第四病室』
では一人称による日記体を採った。この直前 書き上げた『憩園
）28
（
』でも一人称による語りを用いていて、巴金
がこの時期に、語り 方法 新味を出そうと試みて たことがわかる。
　
『憩園』では、作家である黎徳瑞
）29
（
が久しぶりに帰郷した折に耳にした大家庭の没落の顛末を物語るという方
法を、 『第四病室』では、先述 よう 、陸懐民の日記を受け取った巴金がこれを公刊する いう方法を用いている。巴金は魯迅の『故郷』や『狂人日記』 手法に学んで その語りを用いてみた だろうと思われる。
　
しかし、一人称の語りを用いても、巴金は作品の寓意のあるところ、すなわち政治の無能や戦局の悪化、そ
してこれらのことに起因する人びとの困窮といった事柄につい 語り手に直接説明させたり、見解を述べさせたりはしない。あくまでも登場 物のおかれた状況や彼ら 対話を通じ 、登場人物に語らせようと てるのである。
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このように見ると、巴金の特徴は、語りにあるのではなく、登場人物の描写にあるといえるだろう。別の言
い方をするなら、一人称の語りを用いても、三人称のそれと同じような叙述になってしまっているということである。　
巴金の小説においては知識人が主要な役割を果たしていることは言うまでもない。しかし、たとえば大邸宅
の使用人や女中のような労働者にも一定の役割を担わせている。 『第四病室』の登場人物の中で、知識人を代表するのは楊木華医師であり、労働者を代表するのは老鄭や老許である。
　
楊木華医師は先に述べたように魅力的で善良な女性であるが、同時に無力な知識人でもある。一方、老鄭や
老許は、人手が十分 はない中、与え れた多く こまごまとした仕事をそれなりにこなしているが、自分たちが人間扱いされていないとの不満を常にもっていて、 患者がぞんざいな言葉遣いで用を言いつけたりすると、「わしらだって人間なんです
）30
（
」と文句を言う。巴金はこのような登場人物の描写を前景におき、彼らの言動を
通して、運営経費が十分に交付されないことによる設備の粗末さ、人員や薬剤の不足、そして物価の高騰による人びとの暮らしの困窮ぶりを浮き彫りにして、その後景に存在する政治や社会のありようを間接的に読者に示す手法を採っている である。
五 　
おわりに
　
李劼人はフランス留学中に書いた『同情』において用いた一人称の語りから、帰国後は三人称の語りに移
行して長篇や短篇を書いた。フランス留学以前の文語体小説では、 『児時影
）31
（
』のような一人称の語りと『做人
難
）32
（
』のような三人称の語りをともに用いていたことを考え合わせると、語りを三人称 よ ものに固定したと
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いうべきかもしれない。しかし、李劼人は三人称の語りにおいても、登場人物の言動を語る合間に、語り手による背景説明や見解の披露をまとまった字数で行っており、語り手は常に雄弁である。　
巴金の語りは李劼人と異なる。 『滅亡』 や 『家』 以来、 一貫して採用してきた三人称の語りを、 一九四四年の 『憩
園』および翌四五年の『第四病室』では一人称の語りに改めた。しかし、一人称の語りを用いても、語りの主な対象は主人公の周囲に存在する人物の言動であり続け、主人公の内面や主人公を含めた登場人物の背景に及ぶことはほとんどなかった。巴金の語り手は、眼前に展開する事態の背景や原因について熱弁をふるったり語り手自身の分析を述べたりは決して ない。あくま も事実の記録者であ 事態の傍観者であり続けたである。
注
（
1） 
李劼人『同情』 （ 『李劼人全集』第六巻中短篇小説、二〇一一年、四川文芸出版社、一三五頁） 。以下、 『同情』の
原文の引用は『李劼人』第六巻中短篇小説による。原文 以下の通り。
　　　
！我眞感激這兩位老夫婦！平日他們毎人差不多各要教九個小時的功課，禮拝日才是他們眞正得休息的日子。西門
夫人又很多病的，往往禮拝日便不會客不出門，如何今天竟犠牲了他們寶貴的休息光陰，這 　
遠的走來看我！
（
2） 『同情』 （ 『李劼人全集』第六巻中短篇小説、一三五～一三六頁） 。原文は以下の通り。
　　
我平日是很不容易動感情的，有時我自己也驚詫何以如此的冷酷。大約因爲我幼年所經的憂患多一點，又一次在九江
遭過性命呼吸的沈
?
之災、三次處過焼殺混戰的危城、一點脆薄的心情、也和白姑娘的手一様，被困苦的時光磨起重繭
來了。然而今天受着西門夫婦 慈愛，使我的熱情也自然而然的破繭而出，我喉 　
間咽滿了的情緒，却没方法吐出來，
只有把兩位老夫婦各抱吻了一下。
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（
3） 『同情』 （ 『李劼人全集』第六巻中短篇小説、一三八頁） 。原文は以下の通り。
　　
從昨夜九點鐘的時候，小肚中又忽然完全痛了起來
―
和乍得病時一様的突兀
―
比十二月十六那一天尤爲難受，因
爲那一天還没有膀胱發炎的病。 （中略）沙郎姑娘聴見了連忙躡脚走來問我怎
　
様
，我只能向
　
揺揺頭道
? ?
痛極了！」
　
把我身上撫摩了一遍， 也微微驚呼道
? ?　
！好多的汗漬呀！」但 　
又極力安慰我説
? ?　
無論如何忍耐到明天早晨！」
（
4） 
巴金『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、人民文学出版社、一九八九年、一九八頁） 。以下、 『第四病室』の引用は
『巴金全集』第八巻による。原文は以下の通り。
　　
不過原稿十八章字數過多，我不想耗費 　
的時間，我刪去其中的一部分，留存十章，算是一個整數。
（
5） 『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、二八八頁） 。原文は以下の通り。
　　
「他老是這様喚下去，今晩上我們大家都睡不成覺了， 」第八床忽然耽心地自語道。
　　
「不要緊，他們都説他過不到今晩上， 　
聴他 　
子已經 　
了， 」第九床接口説。
　　
「他身體結實得很，看他的様子，他再喚三天三夜也不在乎 含笑地説。
　　
「他不在乎，我們還在乎 　
？」第九床笑答道。
　　
這兩個人的談話使我極 舒服。我想到外面去走一下，便穿好衣服走出病室去。
（
6） 『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、二二八頁） 。原文は以下の通り。
　　
「不要打？我問 　
還要命不要？ 　
没有錢買藥，叫 　
喫糖 　
不肯喫，叫 　
喝水 　
又不喝。 　
們公司裏也不給 　
送錢來。
這兩天給 　
打的葡萄糖針還是我想法給 　
捐來的。鹽水是醫院裏做的，也不要 　
花錢。 　
還不打！要救 　
的命我也算想
盡 　
法了。 」
（
7） 『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、三七四頁） 。原文は以下の通り。
　　
「做大夫没有藥，比甚 　
都苦。 」
（
8） 『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、二九〇頁） 。原文は以下の通り。
　　
「 　
讀讀詩，可以使 　
的心純淨一點。心境對治病很重要。 」
（
9） 『談『第四病室』 二十巻、一九九三年、四八九頁）
中　裕史
二一
266
（
10） 『六号室』第三章（松下裕訳『チェーホフ小説選』水声社、二〇〇四年、四一六頁） 。
（
11） 『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、一九七頁） 。原文は以下の通り。
　　
直到桂柳淪陥後， 我讀到
　
的新著
『憩園』時、 我才知道
　
又回到了四川
， 而且還継續看做
　
的
「發掘人心」的工作。
（
12） 
昭和十九年四月に開始された「大陸打通作戦」の一環として、日本軍は、武漢と広州を結ぶ粤漢鉄道および衡陽
と桂林を結ぶ湘桂鉄道の沿線地域を確保するために、 湖南省を攻撃した。 武月星 『中国現代史地図集』 （中国地図出版社、一九九九年、一九六頁）に、長衡会戦の項があり、一九四四年五月、日本軍は粤漢鉄道を打通するべく、湖南省中部に展開する中国軍に一大攻勢をかけた。日本軍は激戦の末に長沙を六 十八日に占領し、さらに南下して八月には衡陽を占領した、と記載されている。
（
13） 
王瑤『中国新文学史稿』 （上海文芸出版社、一九八二年修訂本、六九三頁）による。原文は以下の通り。
　　
在那様一個簡陋而不負責的醫院裏，却有一個善良熱誠的女醫生； 　
自己有無數的不幸，却随時在努力幇助別人減
軽痛苦；這説明了社会上 　
不全是陰暗，是存在着光明和希望的。
（
14） 『談『第四病室』 』 （ 『巴金全集』 二十巻、一九九三年、四八七頁）
（
15） 『四川作家研究第二集 四川大学学報編集部、一九八三年）収載。
（
16） 『回想在法國勤工儉學時的片斷生活』 （ 『李劼人全集』第七巻散文） 文末に「一九六〇年六月二十日記於成都菱
　
」と記されている。
（
17） 
巴蜀書社、二〇〇六年、一四頁。
（
18） 『同情』 （ 『李劼人全集』第六巻中短篇小説、一三一頁） 。原文は以下の通り。
　　
到今天我才知道我左右兩人的名字，左邊那位叫羅爾服先生，右邊那位叫喀倫先生，羅爾服是一個汽車工廠的工人，
喀倫是名木廠的工頭，兩個人雖然都是工人社會的人物，但氣象都威重、堂皇 聰明、和藹、起碼可以充得我們總統府中的高等顧問。這也是一個很可研究的問題。
（
19） 
四川文芸出版社、一九八九年、六一〇～六一一頁。
（
20） 『関於「第四病室」 』 （ 『巴金全集』第二十巻、一九九三年、五八九～五九〇頁） 。
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（
21） 
汪応果『巴金論』 （上海文芸出版社、一九八五年、二六六頁） 。原文は以下の通り。
　　
在這篇作品裏，他把現實的畫面與象徴的畫面如此高度地統一在一部作品裏，使人物形象一身而兼二任。
（
22） 『談「第四病室」 』 （ 『巴金全集』第二十巻、四九一頁） 。原文は以下の通り。
　　
我 　
在病床上常常問自己
?
「這種種不合理的事情怎 　
可能發生？」回答十分簡單
?
「在不合理的政治制度下，在不
合理的社會裏，天天處處都在發生不合理的事情。 」我 　
非不知道這個，我也明白這個小小的病室跟 　
介石統治下的地
區是分不開的
?
在這裏發生的事在外面也一様地發生。可是看到任何一件不合理的事情，我仍然會憤慨、痛苦、會因爲
自己束手無策而感到痛苦。
（
23） 「致樹基（代跋） 」 （ 『巴金全集』第七巻、六一九頁） 。
（
24） 
李存光『巴金評伝』 （中国社会出版社、二〇〇六年、一〇六頁） 。原文は以下の通り。
　　
『火』第三部和特意標明「小人小事」的短篇小説，明顯地表現出巴金此時關注的重心已轉向後方的普通人，尤其是普通知識分子的生活和命運。随着抗戰侵入艱苦的相持階段，巴金在後方的桂林以及昆明、貴陽、重慶、成都，目睹着越來越多的不公之事、不平之事，也 　
他所説的「陰暗面」 。
（
25） 『同情』 （ 『李劼人全集』第六巻中短篇小説、一六三頁） 。原文は以下の通り。
　　
畢竟病還是不曾十分好，只算是在瀕死之郷獲得了許多法國平民的眞精神，倒也足以自慰了。
（
26） 
段従学『 「同情」
?
一種被忽略的現代性体験』 （ 『当代文壇』二〇一一年五月、五三～五七頁） 。
（
27） 『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、四一一頁） 。原文は以下の通り
　　
這只是説我已經知道我應當變得善良，純潔，對別人有用。以前我連這個還不知道 　
！至於能不能變成那様，那是以
後的事。
（
28） 
一九四四年十月に重慶文化生活出版社から初版が刊行された。
（
29） 
黎徳瑞は巴金が一九三四年に渡日した際に用いた偽名である。巴金は、すでに述べたように貴陽の中央病院に入
院した時にもこの名を使った。
（
30） 『第四病室』 （ 『巴金全集』第八巻、二〇六頁） 。原文は以下の通り。
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「我們也是人 　
！」
（
31） 『娯閑録』第二巻第一期（一九一五年七月）から第三期（同九月）にかけて連載、 『李劼人全集』第六巻中短篇小
説所収。
（
32） 『国民公報』一九一六年八月二日から同十九日にかけて連載、 『李劼人全集』第六巻中短篇小説所収。
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Discourse Lying on the Sickbed:
Distinction of  Style between Li Jieren and Ba Jin
Hiroshi NAKA
Abstract
　 Li Jieren （李劼人） and Ba Jin （巴金） are famous writers from Sichuan （四
川） province in modern China.  Li Jieren wrote a novel in the form of  diary on 
the sickbed from his own experience in 1923.  And Ba Jin also wrote a novel in 
the form of  diary on the sickbed from his own experience in 1945.  Although Li 
JIeren and Ba Jin wrote their novels in the first person, their style of  discourse 
differ widely from each other.  The story teller in “Tongqing （同情） ” has much 
interest in himself  and the people, especially French people around him, such as 
his landlord and landlady.  On the other hand, the story teller in “Di si bingshi 
（第四病室） ” has a great interest in medical workers in the hospital, such as 
doctors, nurses and laborers.  Li Jieren observed the French people and tried to 
comprehend their national character.  Therefore, he told their refinement and 
compassion for him here and there.  Li Jieren is more eloquent than Ba Jin.  Ba 
Jin described mainly about the poverty in the hospital and intended to reveal the 
problems of  the government at that time.
